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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

小岩井 防災対策
・自主防災組織として、地
域の協力体制で個人情
報を知ることも必要
・民生委員が実際に対応
するのは難しい
・防災無線が聞き取りにく
い
・避難所はコミセン、炊出
しは公民館

小岩井駅
・駅舎の新築を早急に
・駅前広場の有効活用を
・計画の具体性が不明確
・宅地が歩道に取られる
と生活圏の侵害になる
・いつも同じ話で終わっ
ている。次に進めて

交通
・ビッグﾙｰﾌ、市役所に直
結運行するバスがほしい
・小岩井は交通の便が悪
い。大釜からも無い
・福祉バスの時間帯の再
考を（不便である）
・イベントがあるときに
は、小岩井から大釜経由
の臨時バス、またコミュ
ニティバスを考えて
・地域の実情を考慮した
運行ルートを考えて

その他
・下水道に接続するため
の事業計画が必要
・接続するため、下水道
課からのアイディアも必
要
・接続ありきの１つの選
択肢で決めるのは無理
・下水道料金を下げるな
ら上水道を節水

大釜上
大釜南

高齢者
・お山の湯の今後の活用
法は

通学路の安全
・通学路になっている農
道には街灯すら無い
・篠木小学校の北側交差
点が狭く危険だ

道路
・南中に入る道が１本し
か無く、防災の観点から
裏にも道路を整備して

道路（県管轄）
・南中入り口の16号線を
早く整備して

平成30年度議会報告会　地域の意見と課題等一覧

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

その他
・土井尻地区が低い土地
なので水害が発生する。
河川改修を早く
・大畑、竹鼻地内の越前
堰に架かる橋に転落防
止の柵、フェンスを付け
て
・御所ダムの放流で滝田
橋付近の法面が削られ
る流れを緩くする方策を
国交省と連携して行って
・みどり団地の家庭排水
が酷い。合併浄化槽を設
置しても排水するための
側溝も完全では無い。市
は浸透式を進めるが、本
当に良いのか
・みどり団地で冬になると
合併浄化槽の排水が側
溝から溢れてきて凍り危
険な所がある。排水の側
溝がちゃんと繋がってい
ないのでは
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

防災対策
・防災無線が聞こえにく
い
・防犯灯のＬＥＤ化を早く

高齢者
・高齢者は買い物や外出
が自由にできない（地域
に店がない）
・篠木は高齢化が進んで
いる
・中高年の仲間づくりの
活発化が必要

通学路の安全
・小学生の通学路の確保
・通学路の拡幅と水路の
整備
・通学路に街灯が少ない

除雪
・山際の団地付近の道路
管理や除雪に対応して
・市と盛岡市との境の除
雪が不十分

文化、芸能の継承
・篠木の伝統文化を守っ
ていきたい
・地域の文化を世界に発
信したい

環境
・市有地にストックヤード
の設置を（自動車が止め
られる場所）
・ごみの分別を徹底し資
源に

交通
・大釜駅と市役所と多目
的研修センターをつなぐ
バスがほしい
・交通の便が悪い
・自動車免許返納後の交
通手段が不便

空き家
・空き家の管理が不十分
なので法整備が必要
・空き家対策をしっかり
行って

子供会独自の地区活動
がやりにくい
・他の行事、事業が多い

農業
・地産地消のための起業
化を進めたい
・山の管理、できてない

その他
・大釜駅の賑わいづくり
をしてほしい（駐在所、銀
行、郵便局、小売店）

鵜飼南 自治会役員不足
・自治会活性化のため、
若者参加を

高齢者
・高齢者として迷惑をか
けないように心掛けてい
る

道路
・雨水の処理や道路管理
など地域環境の整備を
・高速道路下の道路の側
溝に蓋をして、拡幅して

除雪
・除排雪にしっかり取り組
んでほしい
・除雪サービスが悪い。
対応が雑

運転免許証返納者へ特
典を

環境
・田に面している道の草
刈りを早めに
・さかいばし保育園跡地
の管理（桜の木の枝な
ど）
・ごみ減量に議会も積極
的に取り組みを

その他
・市街化調整区域の解除
を望む

財政改善
・将来の住民負担の軽減
を

消火栓が無い
・私道に面しているところ

コミュニティ不足
・子供の顔がわからな
い、外国人が多い

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

篠木
大沢
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

鵜飼中央
上鵜飼

スクールガードのなり手
不足

高齢者
・後継者問題
・一人暮らしの高齢者対
策

土地利用
・ビッグルーフ周辺の商
業施設の進捗状況は

通学路の安全
・通学路が不足

消防団への新加入が無
い

環境組合
・ゴミ減量化、具体策は
・広域化処理場の場所及
び現在の処理施設の延
命化対策

道路
・青山町線の工事が遅い
・青山町線に自転車道の
設置を
・舗装路と歩道の整備
・市道法面の雑草の処理
・大型車の通行が多い、
少なくできないか

道路（県管轄）
・南中にバスが入りづら
い
・大型車の通行が多い、
少なくできないか

防災対策
・災害避難場所（学校）に
物品の備蓄がない
・独居老人への支援
・近所づきあいが減った
・ハザードマップの作成
必要

環境
・畑わきでの犬の糞の処
理
・ゴミを出さないようにす
ると、野菜を食べる量が
少なくなるのではと心配
・草や木の処理が大変
・野焼きの時間帯を設定
して焼ければ
・資源ゴミの回収をもっと
しっかりやりたい（ストック
ヤードの設置や用地の
問題）

農業
・田への水路のコンク
リート部分が倒れかかっ
ている
・特産のクイックスイー
ト、どうなっている？
・農業者の高齢化による
将来への不安。後継者
がいない
・地元外の管理者の農地
が荒れ、原状回復が困
難
・田の草焼きによる煙害

防犯対策(防犯灯他）
・防犯灯のＬＥＤ化を
・街灯、防犯灯が少ない
（青山町線、通学路、南
中と集会所付近）

・新聞紙、段ボール等の
仕分けを家庭でしっかり
行うよう広報が必要
・金沢川にゴミ、草がたま
るのできれいに

ビッグルーフ滝沢
・食堂のメニュー等改善
は進んでいるのか
・キッチンが高く、使いづ
らい

運転免許返納
・自動車免許返納後の特
典などを考えてほしい。
それに伴う交通手段を確
保してほしい

高齢者
・高齢化に伴い健康で生
き生きした生活を送るた
めの自治会の取り組み

空き家
・空き家や空き地の情報
（連絡先）を公開し、自治
会から連絡できるように
して

環境
・野良猫対策は、引き続
き強化
・ゴミ出しの条例を住民と
相談して改正を

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

滝沢パー
クタウン

除雪
・29年度の除雪が悪かっ
た（マンホール部分な
ど）。行政のパトロール
不足も原因
・村の時は除排雪が良
かったが、市になって良
くない（市役所の駐車場
だけ行き届いている）
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

地域毎に違う課題への
支援を
・地域で判断できる補助
金、支援を

高齢者
・上の山地区は高齢化率
が46.1％と高いが、健康
を維持し、長生きしてい
る方が多い
・これから一気に高齢化
の間題が出てくる
・高齢化対策を考えてほ
しい

道路
・商工会館から姥屋敷線
のガードレールの設置

空き家
・空き家を市で借り上げ
官舎（社宅）にして、若い
職員に強制的にシェア出
来ないか（市営住宅の代
替え）

運動公園競技場の利用
促進を

環境
・玄関前のゴミ出しの回
収が広がればよい

交通
・病院、買い物等の福祉
バスの配慮を

除雪
・バス路線の除雪は降っ
てきた段階でスタートす
る

図書館の蔵書を増やし
て
・新書が不足

滝沢
ニュータウ
ン

自治会役員不足
・行事が多すぎる

高齢者
・健康寿命向上に向けた
取り組み
・一人暮らしの高齢者の
対策を

交通
・エコと足腰と認知症対
策のために、65歳以上と
15歳以下は公共バスの
無料パスの配布

除雪
・除雪の仕方が下手。夜
間は避けて
・除雪を安全にして。対
応が悪い
・除雪も大切だが、排雪
も考えて

運転免許証返納者へ特
典を
・交通手段の確保を

環境
・猫の放し飼いを禁止し
てほしい
・路上ごみ集積所が多い
ので、常設の集積所の
確保を
・農業用水路にごみを捨
てない運動を展開しても
らいたい

道路
・道路の停止線等のライ
ンが消えている個所があ
るので整備して
・歩道のバリアフリーの
工事完成を早く
・メイン道路の全面改修
と大型車の進入禁止を
・側溝の改修と排水溝の
整備
・１工区の公園が水浸し
になるので道路の段差
の整備を

空き家
・小動物、庭の草、ごみ
など。周りの住民に迷惑
をかけないような対策を
・空き家対策で学生の下
宿用とか、一人住まいの
高齢者の見守りとして同
居人などの考えはない
か

集会所のトイレを男女別
にしてほしい

医療施設
・病院が矢巾、都南に集
中し、滝沢に少ない

道路（県管轄）
・県道の補修工事が進ま
ない

その他
・NTの商店が少なくなっ
た。GSもなくなった。活性
化するにはどのようにす
れば良いか

市の財政が心配
・優先順位、短期長期事
業の見極めが必要

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

上の山
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

姥屋敷 学校施設等の整備
・校舎入口までの通路に
ついて雪解けや降雨時
のぬかるみの解消を
・トイレの流れが悪く、臭
い
・二階の窓からの転落防
止柵が必要

高齢者
・利用しやすい交通網を
・お山の湯の今後の活用
法は

道路
・水道事業所のタンクそ
ばの通学路の拡幅を早く
・マイロードの舗装を早く
・スマートICからマイロー
ドにつないで

農業
・農業の補助金は戸数で
はなく規模に合わせて
・食を大事に考える滝沢
市に

ＡＥＤの配備を
・学校等のものは時間外
に使えないので

環境
・不法投棄に対する市の
対応は

観光
・お山の湯とモンゴル村
の連携活用を

子育て
・保育所の保育時間が短
か過ぎる。中にはふうり
ん保育園まで送迎してい
る人もいる
・通園時に弁当を持たせ
るのが大変

法誓寺 スクールガードの不足
・ＰＴＡの出番を増やす
・地域広報で呼びかけ
・待遇が、非常に悪い

通学路の安全
・市道厨川線の信号機の
新設
・防犯カメラの設置

道路（県管轄）
・ふるさと交流館前の信
号機の改良の件

自治会役員不足
・自治会行事が多すぎる
（市からの依頼が多い）
・若者が関心を示す行事
の企画
・移り住んだ若者が一生
懸命

国分 スクールガードの不足
・若者の参加が望めない
・資金の協力を
・市職員の協力を
・ＰＴＡ，子供会の協力を
・若干の報酬を
・孫がいる方は関心ある

元村中央 スクールガードの不足
・新設小のため増員必要
・高齢化が進んでいる
・自分の子供は自分で
・ＰＴＡ，育成会からも
・教職員からの手伝いも

通学路の安全
・通学路を守った登下校
・子供目線で危険箇所の
確認
・横断歩道の設置
・歩道の整備
・通学路の除雪

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

元村南 スクールガードの不足
・ながら見守りの依頼を
・親としての取組を
・家族が第１にガードす
べき
・自分の子供は自分で
・ＰＴＡ，育成会からも
・教職員からの手伝いも

通学路の安全
・通学路の拡幅と周知
・「110番の家」の設置協
力
・集団下校
・人道橋付近での安全確
保
・人道橋出・入り口の雪
対策

集会所の移設と空き家
の活用

元村東 スクールガードの不足
・下校時の確保必要
・下校時、散歩で補完
・必要物品等支給

通学路の安全
・道路拡張より歩道優先
・歩道設置無理ならカ
ラー歩道を
・学童までの歩道設置を
・通学路専用の標識を多
く設置する

道路（県管轄）
・環状線に歩道が無い。
幅が狭くても簡易の歩道
設置を

自治会役員不足
・交通指導員、少年補導
員、保健推進員等の専
門的な委員は、市役所で
ＯＢ等に直接あたり確保
を

除雪
・歩道の除雪は通学時間
前に行い歩道を確保
・除雪懇談会時の業者選
定が遅い（懇談会に業者
の出席を）

元村西 自治会役員不足
・会長の仕事が大変
（委嘱役員を探すのが大
変で誰もやりたがらない）
・市も丸投げしないで、現
職に確認を
・市でも人材バンクの検
討を
・委嘱委員の負担軽減を
・報酬のアップを

元村北 自治会役員不足
・各委員会、組織、団体
が多い
・若者が参加しない

通学路の安全
・歩道の設置
・改良区の土地を市が管
理しては

道路（県管轄）
・環状線の東側に歩道整
備を
・木賊川ＧＳ脇の道路に
横断歩道を設置
・ローソン前に信号設置
・環状線、元村集会所前
の橋が狭い

あすみ野 防犯対策
・通学路の防犯灯をＬＥＤ
化に

通学路の安全
・自転車通学者が側溝に
落ちる
・歩きスマホを止める看
板の設置

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

自治会役員不足 高齢者
・独居老人の問題（生活
苦状態になりつつあるの
で心配）

道路
・地域が高齢化している
ため、市道の除草が大
変

道路（県管轄）
・県道の通学路に歩道が
ないので危険

後継者不足
・人口減が心配

環境
・市道へのごみ（弁当
箱、ペットボトル等）のポ
イ捨てが多い

除雪
・除雪をうまくやってほし
い。そうすれば住民も増
えるのでは
・市道の除雪を早くして

空き家
・空き家・空き地対策を

小中学校が無くならない
ように

子育て
・子育てしやすい環境を
作ってほしい

交通
・人口が少なく公共交通
も少ないので不便。イベ
ント時のシャトルバスを
出して
・馬返しまでの県道に送
迎バスがあると便利
・交通の補助があればい
い（一関市では片道タク
シー代が300円）

農業
・岩手山を生かして、地
域も農産物もブランド化
を目指したい
・地産地消条例を作って

その他
・下水道を含めインフラ
整備を
・若い人の定住のために
も働く場が必要

（議会全体）
議員の数が多いし、報酬
も日当制にした方が良い

高齢者
・老人ひとり暮らしの把
握とお世話体制、地域で
の対応策

通学路の安全
・通学路の歩道整備が遅
れ特に降雪時は危険

道路
・国道から巣子に入る道
路が狭い
・巣子野沢線の最高速度
を30キロ以下に

環境組合
・ごみ焼却炉余熱の有効
利用（肥料・熱水利用等）

交通
・ビッグルーフでのイベン
ト時の公共交通網整備を
・バスの運行時間を増や
し、高齢者の利便性を確
保して。バス停以外の手
上げ方式コミュ二ティバ
ス(小さいバス)を取り入
れて

空き家
・空き家の管理は持ち主
の責任で実施し、不可の
場合は有料で外注

その他
・下水処理施設のポンプ
小屋は利用していないの
で危険でもあり対策を

巣子

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

柳沢

8



自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

長根 スクールガードの不足
・なり手候補として、自衛
隊、警察ＯＢの情報がほ
しい

環境組合
・ごみの分別表を見やす
く（他の自治体ではドア
半分のサイズで見やす
い）
・減量化のためにもっと
細分化にした方が良い
・ごみちゃんセンター祭り
などで再利用の意識改
革を

道路
・東小学校までの通学路
整備を早く
・側溝の補修、ガード
レール、カーブミラー等
の設置を早く
・歩道をウォーキング
コースとして利用できる
ように改良して

交通
・高齢者が市役所に行く
時のバスが不便

コミュニティ施設の早期
建設を

高齢者
・お山の湯はどのように
なっているか

その他
・特産品を販売できる大
型物産店が４号、２８２号
交差点付近にほしい

（議会全体）
若い世代が議会に参加
しやすい工夫が必要

環境
・宅地造成が進み田・畑
が少なくなって自然豊か
な良い所が少なくなって
いる

川前 環境
・減量に対する住民への
認識を高めるためにゴミ
袋に班、名前の記入を考
えている
・ごみ問題は広域になる
ことを考え、盛岡方式を
取り入れていくべき
・減量・有料化はアパート
多い地域では大変と思う
・「スピラ」企業が資源ご
みを回収しているので情
報を広げていくと良い
・資源ごみの回収に力を
いれるべき

除雪
・除雪のタイミング、やり
方が悪い
・市が業者にきちんと除
雪の仕方の研修を
・降雪時の初動を早く

南一本木
北一本木

防災無線が半年前から
全般的に聞こえない

環境
・市の一斉清掃で発見さ
れる不法投棄物の処理

通学路の安全
・通学路の草の繁茂の処
理は地域も処理している
が市にもかかわってほし
い
・側溝も付けてほしい

道路
・青少年の家までの道路
の雨水処理を
・留ケ森1号線(アイソトー
プ協会方面)の舗装を

除雪
・通学路の除雪は登校時
間前の除雪終了を希望

道路（県管轄）
・高速道の木が道路にか
かり邪魔
・いずみ巣子ニュータウ
ン付近(元万作石油あた
り)の道路決壊の補修を

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）
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自治会
総務教育分野

（企画総務部・市民環境部（環
境課以外）・教育委員会等）

環境厚生分野
（健康福祉部・環境課）

いずみ巣
子ニュータ
ウン

通学路の安全
・通学路の安全対策を
（団地から中学校への道
に熊が出る）
・２８２号線には街灯が
無い

道路
・農業試験場・柳沢線の
団地内の道路整備は、
道路補修や側溝補修だ
けで終わらないように

除雪
・バス路線なのにバス停
までバスが入ってこれな
かった。市はどんな指導
をしているのか
・昨年の市の「除雪懇談
会」には業者も課長も来
なかった
・市の道路担当は除雪後
の確認を毎回行っている
のか
・「除雪モニター」の設置
を考えて

除雪
・業者の作業が下手
・道路幅に合わせた除雪
をしない（車１台しか通れ
ない）
・グレーダーの歯を下げ
ない（表面を擦っている）
・農業試験場・柳沢線の
業者と団地内の業者が
違うので比べられる。団
地内の担当は酷い。話し
ても、言うことを聞かない

産業建設分野
（経済産業部・都市整備部・上下水道部・農業委員会）

①鵜飼南自治会
平成30年5月24日 19：00～
於：鵜飼地区コミュニティセンター
②滝沢ニュータウン自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：ニューシビックセンター
③滝沢パークタウン自治会
平成30年5月29日 19：00～
於：滝沢パークタウン集会所
④柳沢自治会
平成30年6月2日 13：00～
於：柳沢地区コミュニティセンター
⑤篠木・大沢自治会
平成30年6月5日 19：00～
於：滝沢市多目的研修センター
①上の山自治会
平成30年5月23日 19：00～
於：上の山団地集会所
②小岩井自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：小岩井地区コミュニティセンター
③元村地区８自治会
平成30年5月28日 19：00～
於：滝沢ふるさと交流館
④南一本木・北一本木自治会
平成30年5月30日 19：00～
於：一本木地区コミュニティセンター
⓹南巣子・長根・川前・巣子４自治会
平成30年6月2日 19：00～
於：葉の木沢山活動センター
①姥屋敷自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：姥屋敷多目的研修センター
②元村地区８自治会
平成30年5月28日
於：滝沢ふるさと交流館
③鵜飼中央・上鵜飼自治会
平成30年5月30日 19：00～
於：下鵜飼集会所
④大釜上・大釜南自治会
平成30年6月1日 19：00～
於：大釜地区コミュ二ティセンター
⑤いずみ巣子ニュータウン自治会
平成30年6月2日 19：00～
於：いずみ巣子ニュータウン集会所

※アンケート記入数と参加人数は必ずしも一致しません。

合計

15

２班

３班

32 25

15 15

225 204

上記2班
③と合同

76

11 10 740

班 自治会
アンケー
ト記入数

満足度
記入数

満足度
記入％

２８自治会（１４カ所）

総合得点

90.7%

100.0%

85.7%

0.0%

93.8%

83.3%

90.9%

100.0%

78.9%

88.9%

平均点

15,426

平成３０年度議会報告会（おでんせ会議）アンケート地域別満足度集計表

30 25 2,000 80

21 21 1,396 66

14 12 960 80

2,025 81

10

74

0 0 0 0

16 1,260 84

10 792 79

78.1%

100.0%

1,088 73

10 10 695 70

100.0%

100.0%

1班

100.0%

100.0%

9 8

10 10

11 11

17 17

725 66

19 15 1,075 72

1,335 79

595 74

740 74
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①鵜飼南自治会
平成30年5月24日 19：00～
於：鵜飼地区コミュニティセンター
②滝沢ニュータウン自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：ニューシビックセンター
③滝沢パークタウン自治会
平成30年5月29日 19：00～
於：滝沢パークタウン集会所
④柳沢自治会
平成30年6月2日 13：00～
於：柳沢地区コミュニティセンター
⑤篠木・大沢自治会
平成30年6月5日 19：00～
於：滝沢市多目的研修センター
①上の山自治会
平成30年5月23日 19：00～
於：上の山団地集会所
②小岩井自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：小岩井地区コミュニティセンター
③元村地区８自治会
平成30年5月28日 19：00～
於：滝沢ふるさと交流館
④南一本木・北一本木自治会
平成30年5月30日 19：00～
於：一本木地区コミュニティセンター
⓹南巣子・長根・川前・巣子４自治会
平成30年6月2日 19：00～
於：葉の木沢山活動センター
①姥屋敷自治会
平成30年5月26日 19：00～
於：姥屋敷多目的研修センター
②元村地区８自治会
平成30年5月28日
於：滝沢ふるさと交流館
③鵜飼中央・上鵜飼自治会
平成30年5月30日 19：00～
於：下鵜飼集会所
④大釜上・大釜南自治会
平成30年6月1日 19：00～
於：大釜地区コミュ二ティセンター
⑤いずみ巣子ニュータウン自治会
平成30年6月2日 19：00～
於：いずみ巣子ニュータウン集会所

※アンケート記入数と参加人数は必ずしも一致しません。

合計

15

２班

３班

32 25

15 15

225 204

上記2班
③と合同

76

11 10 740

班 自治会
アンケー
ト記入数

満足度
記入数

満足度
記入％

２８自治会（１４カ所）

総合得点

90.7%

100.0%

85.7%

0.0%

93.8%

83.3%

90.9%

100.0%

78.9%

88.9%

平均点

15,426

平成３０年度議会報告会（おでんせ会議）アンケート地域別満足度集計表

30 25 2,000 80

21 21 1,396 66

14 12 960 80

2,025 81

10

74

0 0 0 0

16 1,260 84

10 792 79

78.1%

100.0%

1,088 73

10 10 695 70

100.0%

100.0%

1班

100.0%

100.0%

9 8

10 10

11 11

17 17

725 66

19 15 1,075 72

1,335 79

595 74

740 74
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